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町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
2
月
17
日
、

役
場
で
あ
り
、
全
国
大
会
な
ど
で
活

躍
を
見
せ
た
選
手
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

各
部
門
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

青
木
瑠
愛
・
洌
崎
菜
緒
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
第
26
回
県
小
学
生
学
年

別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
3
年
生
以
下
の
部
（
ダ

ブ
ル
ス
）
1
位

長
道
皐
汰
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）
▽
第
29
回
北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

蓑
島
衣
千
香
・
𠮷
野
若
奈
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
第
26
回
県
小
学
生
学

年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
6
年
生
の
部
個

人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

宮
下
匠
磨
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）
▽
第
29
回
北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
男
子
の
部
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

1
位
／
第
11
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン

ド
ア
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
男
子
の
部
1
位

堂
上
淳
基
（
能
都
ウ
ル
フ
ル
ズ
）
▽
第
26
回
北

信
越
少
年
相
撲
選
手
権
大
会
3
年
生
以
下
の
部

2
位

加
藤
倫
太
（
小
木
相
撲
教
室
）
▽
第
26
回
北
信

越
少
年
相
撲
選
手
権
大
会
5
年
生
の
部
3
位
▽

第
35
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
／
第
25

回
北
信
越
大
会
5
年
生
の
部
3
位

小
原
萌
々
子
・
宮
下
日
香
莉
（
能
都
中
）
▽
第

43
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

堂
上
拓
道
（
能
都
中
）
▽
第
43
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
相
撲
競
技
大
会
個
人
軽
量
級

2
位

古
谷
歩
志
（
小
木
中
）
▽
第
74
回
県
中
学
校
体

育
大
会
陸
上
競
技
大
会
男
子
砲
丸
投
1
位

坂
東
佳
汰
（
犀
生
中
）
▽
第
43
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
相
撲
競
技
団
体
2
位

畑
下
征
吾
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
／
第
74
回
県
高
等
学
校
相

撲
選
手
権
大
会
個
人
軽
量
級
1
位

山
田
純
平
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等

学
校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子

個
人
1
位

山
田
樹
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子
個

人
1
位

後
藤
未
来
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等

高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
団
体
1
位

小
城
誠
勝
（
石
川
工
専
）
▽
第
57
回
北
陸
地
区

高
等
専
門
学
校
体
育
大
会
柔
道
競
技
男
子
66
㎏

級
1
位

水
元
健
人
（
金
沢
高
）
▽
第
75
回
令
和
４
年
度

県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

男
子
1
位

奥
野
立
樹
（
町
役
場
）
▽
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位
▽
令
和
4
年
度

KEN
KO

 CU
P

／
県
選
抜
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大

会
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位
▽
第
11
回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

カ
ッ
プ
／
第
49
回
北
信
越
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

善
野
功
太
・
寺
下
洸
平
（
町
役
場
）
▽
令
和
４

年
度
北
信
越
選
手
権
大
会
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

髙
山
邦
夫
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
県
春

季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
ダ
ブ
ル
ス
）

1
位
▽
令
和
４
年
度
北
信
越
選
手
権
大
会
（
ダ

ブ
ル
ス
）
3
位
▽
県
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
1
位

加
須
屋
勲
（
町
水
泳
協
会
）
▽
第
29
回
県
マ
ス

タ
ー
ズ
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
年
齢
区
分
65
～

69
歳
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ
1
位

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
𠮷
野

若
奈
、
蓑
島
衣
千
香
、
久
田
明
里
、
佐
野
杏
奈
、

田
渕
苺
唯
、
𠮷
野
朱
音
）
▽
令
和
4
年
度
県
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
選
手
権
大
会
女
子
の

部
1
位

能
都
ウ
ル
フ
ル
ズ
（
堂
上
淳
基
、
嶋
垣
煌
介
、

畠
中
大
地
）
▽
第
35
回
県
少
年
相
撲
能
登
町
大

会
低
学
年
の
部
1
位
▽
第
44
回
県
少
年
相
撲
選

学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子

個
人
1
位
▽
令
和
4
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体

育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子
個
人
1
位
▽

第
43
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
女
子
個
人
2
位

飯
田
航
仁
・
反
保
皐
聖
（
能
登
高
）
▽
第
34
回

北
信
越
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド

ア
大
会
男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

井
元
啓
斗
（
能
登
高
）
▽
第
34
回
北
信
越
高
等

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

出
村
虹
空
（
能
登
高
）
▽
第
34
回
北
信
越
高
等

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位
▽
令
和
4
年
度
県
高

等
学
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男

子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

中
村
悠
峰
・
宮
下
武
輝
（
能
登
高
）
▽
第
34

回
北
信
越
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ

ン
ド
ア
大
会
男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
2
位

▽
令
和
4
年
度
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

／
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位
▽
令
和
4
年

度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
男
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

藤
木
晴
叶
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等

学
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位

大
村
友
里
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
／
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1

位
▽
令
和
4
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

2
位
▽
令
和
4
年
度
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大

会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人（
ダ
ブ
ル
ス
）

1
位
▽
令
和
4
年
度
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
女
子
個
人（
ダ
ブ
ル
ス
）

1
位

白
江
佳
怜
（
能
登
高
）
▽
令
和
４
年
度
北
信
越

高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

中
村
楓
芽
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等

学
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位
▽
令
和
4
年
度
県
高

等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
女

子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1
位
▽
令
和
4
年
度
北

信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
3
位

布
施
琴
音
（
能
登
高
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
／
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
1

位
▽
令
和
4
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

2
位

矢
巻
希
乃
香
・
吉
川
亜
咲
実
（
能
登
高
）
▽
第

34
回
北
信
越
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ

ン
ド
ア
大
会
女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）
2
位

加
賀
圭
太
郎
（
飯
田
高
）
▽
令
和
４
年
度
北
信

越
高
等
学
校
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
競
技
男
子
団
体
3
位

加
藤
梨
生
（
金
沢
市
立
工
業
高
）
▽
第
74
回
県

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

半
田
翔
誠
（
西
南
部
中
）
▽
令
和
４
年
度
全
国

中
学
校
体
育
大
会
（
相
撲
）
団
体
2
位

以
下
、
奨
励
賞
（
個
人
）
▽
県
中
学
校
体
育
大

会
相
撲
競
技
団
体
1
位
・
個
人
重
量
級
1
位
▽

第
43
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
相
撲
競

技
団
体
3
位
・
個
人
重
量
級
3
位

手
権
大
会
低
学
年
の
部
1
位

鵜
川
ミ
ラ
ク
ル
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
廣
田
蓮
翔
、

高
崎
玲
央
、馬
渡
暁
音
、多
田
清
華
、上
田
結
仁
、

馬
渡
弦
希
、
政
田
治
樹
、
鈴
ヶ
嶺
皓
大
、
中
間

虹
翔
、
﨑
山
瑠
莉
、
張
秋
雪
、
川
端
章
也
、
張

秋
双
）
▽
第
19
回
北
國
新
聞
社
旗
争
奪
少
年
少

女
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
部
1
位

能
登
高
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
（
男
子
）（
山
田
樹
、

青
木
煌
然
、
豊
若
大
和
、
山
田
純
平
、
矢
知
康

平
）
▽
令
和
4
年
度
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子
団
体
1
位
▽
令
和

4
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
男
子
団
体
3
位
▽
令
和
４
年
度
県
高

等
学
校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男

子
団
体
1
位

能
登
高
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部（
女
子
）（
後
藤
未
来
、

水
端
夏
蓮
、
川
尻
華
子
）
▽
令
和
4
年
度
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女

子
団
体
1
位

能
登
高
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
宮
下
武
輝
、

中
村
悠
峰
、飯
田
航
仁
、反
保
皐
聖
、井
元
啓
斗
、

出
口
輝
、
出
村
虹
空
、
飴
谷
純
太
、
中
山
煌
貴
、

藤
木
晴
叶
、
竹
原
正
真
、
鳥
竹
柊
生
、
出
口
介

人
、
今
井
晴
樹
）
▽
第
46
回
北
信
越
高
等
学
校

選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
／
第
47
回
全
日
本
高

等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
北
信
越
予
選

会
男
子
団
体
1
位
▽
令
和
4
年
度
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
／
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
男
子
団
体
1
位
▽
令
和
4
年
度
北

信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

男
子
団
体
1
位
▽
令
和
４
年
度
県
高
等
学
校
新

人
体
育
大
会
／
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新

人
大
会
男
子
団
体
1
位
▽
第
48
回
全
日
本
高
等

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

板
井
武
暢
（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
▽
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
顧
問
。
平
成
23
年
4
月
か

ら
28
年
３
月
ま
で
同
協
会
会
長
。
長
年
に
わ
た

り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
要
職
を
務
め
、
競
技

の
普
及
や
発
展
に
貢
献
し
た
。

学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
石
川
県
最
終
予

選
会
／
令
和
4
年
度
県
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
1
位

能
登
高
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
布
施
琴
音
、

白
江
佳
怜
、
矢
巻
希
乃
香
、
吉
川
亜
咲
実
、
曽

山
美
結
、
瀬
戸
梨
愛
、
大
村
友
里
、
中
村
楓
芽
、

築
山
葵
、
中
田
心
春
、
竹
口
陽
菜
、
宮
下
亜
華

莉
、
津
島
世
奈
、
廣
田
佳
奈
）
▽
第
46
回
北
信

越
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
／
第
47

回
全
日
本
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

北
信
越
予
選
会
女
子
団
体
1
位
▽
令
和
4
年
度

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
／
県
高
等
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
団
体
1
位
▽
令

和
4
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
女
子
団
体
1
位
▽
北
國
新
聞
社
長

杯 

県
団
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子

団
体
1
位
▽
令
和
4
年
度
県
高
等
学
校
新
人
体

育
大
会
／
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大

会
女
子
団
体
1
位
▽
第
48
回
全
日
本
高
等
学
校

選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
最
終
予
選
会
／
令

和
4
年
度
県
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
女
子
団
体
1
位

町
役
場
（
川
崎
優
、
蔦
恵
一
、
谷
内
琢
哉
、
善

野
功
太
、
谷
内
智
裕
、
清
水
基
善
、
寺
下
洸
平
、

奥
野
立
樹
）
▽
県
実
業
団
選
手
権
大
会
団
体
1

位
▽
令
和
4
年
度
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
北
信
越
実
業

団
リ
ー
グ
1
位
▽
北
國
新
聞
社
長
杯 

県
団
体

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
1
位

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
赤
阪
き
よ
子
、
干
場

ふ
じ
子
、
鍋
谷
由
美
子
、
北
方
里
美
、
打
合
い

ず
み
、
平
末
知
子
）
▽
第
9
回
ハ
ト
マ
ー
ク
杯

争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
／
第
78
回
国
民
体
育

大
会
北
信
越
大
会
県
予
選
会
女
子
の
部
1
位

令
和
4
年
度  

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
町
に
元
気
を　

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ス
リ
ー
ト
の
功
績
た
た
え
る
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ア
マ
メ
ハ
ギ
は
立
春

前
夜
の
節
分
に
行

わ
れ
る
厄
払
い
行
事
で
、

仮
面
や
蓑
を
着
け
て
鬼
に

扮ふ
ん

し
た
子
ど
も
た
ち
が
家

々
を
訪
ね
て
脅
し
、
冬
の

間
に
つ
い
た
怠
け
心
を
戒

め
ま
す
。

　

秋
吉
地
区
で
は
、
小
学

1
年
～
6
年
生
9
人
が
鬼

役
を
務
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
サ
イ

ケ
」
と
呼
ば
れ
る
手
お
け
を
木
の
包
丁

で
打
ち
鳴
ら
し
、「
ア
マ
メ
ー
」
と
叫

び
な
が
ら
家
々
を
訪
ね
歩
き
ま
す
。

能
登
に
春春
の
訪
れ
を
告
げ
る

アマメハギ
　ユネスコ無形文化遺産に登録されている伝
統行事「アマメハギ」が、2 月 3 日、行われ
ました。

起
舟
は
冬
の
間
、
浜
に
引
き
上
げ
て

あ
っ
た
漁
船
を
2
月
11
日
に
起
こ

し
て
海
に
浮
か
べ
、
そ
の
年
の
大
漁
を
祈

っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
漁
師
に
と

っ
て
の
「
元
日
」
と
も
い
わ
れ
、
年
に
一

度
の
お
祝
い
の
日
。
早
朝
の
漁
か
ら
戻
っ

た
漁
船
に
色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
を
掲
げ

て
船
を
飾
り
、
祝
い
ま
す
。

　

波
並
大
敷
網
組
合
で
は
関
係
者
ら
13
人

が
波
並
漁
港
に
集
ま
り
、
祭
壇
に
は
早
朝

に
水
揚
げ
し
た
タ
ラ
な
ど
が
供
え
ら
れ
ま

し
た
。
妙
栄
寺
の
住
職
に
よ
る
安
全
祈
祷

が
行
わ
れ
、
漁
船
1
隻
ず
つ
に
米
・
塩
・

酒
を
ま
い
て
清
め
ま
し
た
。

　

七
見
地
区
の
中
田
さ
ん
宅
で
も
、
浄
覚

寺
の
住
職
に
よ
る
豊
漁
・
安

全
を
祈
願
す
る
祭
事
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ
た
親
戚
や
知
人

ら
が
経
典
の
巻
物
で
全
身
を

さ
す
り
、
厄
除
け
を
行
い
ま

し
た
。

　

町
内
各
地
の
港
の
漁
船
に

は
、
晴
天
の

下
、
今
年
一

年
の
豊
漁

を
願
う
大

漁
旗
が
な

び
い
て
い

ま
し
た
。

あえのこと（田の神様）
　ユネスコ無形文化遺産に登録されている奥能登地区の
農耕儀礼「あえのこと」
　2 月 9 日は、昨年 12 月に家に迎え入れた田の神様を
再び田んぼへ送り、今年の豊作を願う、春のあえのこと
が行われました。

御膳には海の幸山の幸のほか、好物と
されるぼた餅や甘酒などが並んだ。

柳
田
植
物
公
園
の
合
鹿

庵
で
は
、「
町
あ
え

の
こ
と
保
存
会
」
の
中
正

道
さ
ん
が
主
人
役
を
務
め
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
見
学

者
ら
約
50
人
に
神
事
が
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
さ
ん
は
、
米
俵
の
中

で
休
ま
れ
て
い
る
田
の
神

様
に
春
に
な
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
、

お
風
呂
へ
案
内
し
ま
す
。
も
て
な
し
の

御
膳
に
は
鱈
の
子
付
け
の
刺
身
や
鱈

子
を
ま
ぶ
し
た
大
根
な
ま
す
な
ど
が

並
び
、
鏡
餅
や
鍬く
わ

の
形
の
餅
が
供
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

雪
の
深
い
こ
の
地
区
で
は
、
田
の

神
様
は
田
ん
ぼ
に
は
送
ら
れ
ず
、
玄

関
先
へ
案
内
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
雪

解
け
を
待
っ
て
、
さ
ら
に
1
か
月
ほ

ど
を
こ
こ
で
過
ご
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
訪
れ
た
家
の
住
人
か

ら
お
菓
子
な
ど
を
受
け
取
り
な
が
ら
、

3
時
間
ほ
ど
か
け
て
町
内
25
軒
を
回
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
家
の
中
に
は
入
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
３
年
ぶ
り
に
地
元

関
係
者
以
外
に
も
公
開
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
約
20
人
が
撮
影
や
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
鬼
役
の
小
学
生
の
中
に

も
、
県
外
か
ら
帰
省
し
て
参
加
し
た
児

童
も
い
ま
し
た
。

　

河
ケ
谷
・
清
真
・
宮
犬
地
区
で
も
、

小
中
学
生
ら
が
集
落
を
回
り
ま
し
た
。

節分の日に合わせて、豆まきが行われた家も
あった

訪れた家々の玄関先で所作を行い、お菓子など
を受け取る

目
が
不
自
由
と
さ
れ
て
い
る
田
の
神
様
に

料
理
を
説
明
す
る
吉
村
さ
ん
（
国
重
）

田の神様を田んぼに送り出し、今年の
豊作を祈る吉延さん（山口）

カメラマンや見学者が見守る中、解説する
中さん（合鹿庵）

国
重
地
区
で
も
、「
国
重
田
の
神

様
保
存
会
」
の
会
員
ら
が
吉
村

安
弘
会
長
宅
に
集
ま
り
、
神
事
が
営

ま
れ
、
今
年
の
豊
作
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
小
豆
飯
や
ブ
リ
の
刺
身
、
ハ

チ
メ
な
ど
最
後
の
料
理
で
も
て
な
し

を
受
け
た
田
の
神
様
は
、
家
の
前
の

田
ん
ぼ
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
地
区
で
は
、「
山
口
み
ど
り

の
里
保
存
会
」
の
会
員
ら
が

山
口
集
会
所
に
集
ま
り
、
神
事
が
営

ま
れ
ま
し
た
。
主
人
役
を
務
め
た
吉

延
孝
治
さ
ん
が
、
田
の
神
様
を
雪
が

残
る
共
同
田
に
送
り
出
し
、
鍬
を
入

れ
て
今
年
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

起舟
　海の安全と豊漁を祈願する漁師の伝統行事

「起
きしゅう

舟」が 2 月 11 日、行われました。



年
度
は
、4
中
学
校
１
０
４
人
が
対
象
で
す
。

　

体
験
作
業
は
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
小
間
生
公
民
館
で
、
地
元
有

志
で
つ
く
る
「
紙
工
房
み
わ
会
」
メ
ン
バ
ー

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
原
料
と
な
る
楮

こ
う
ぞ

の

樹
皮
を
削
り
、
塵
取
り
な
ど
の
作
業
を
行

い
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
1
月
下
旬

に
は
、
最
終
工
程
と
な
る
紙
す
き
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
卒
業
証
書
は
、
3
月
10
日
に
各

校
で
行
わ
れ
る
卒
業
式
で
手
渡
さ
れ
ま
す
。

まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATION

06

INFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

07_NOTO＋2023.03

表彰状を受取った大場さん（左）と
山﨑さん（右）

　
 

学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
、
令
和
4

年
度
に
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
て
い
る
人

で
、
令
和
5
年
度
も

引
き
続
き
在
学
予
定

の
人
へ
、
４
月
以
降
に
順
次
、
基
礎
年
金
番

号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生

納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送

す
る
こ
と
で
、
令
和
5
年
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す)

　

な
お
、
令
和
5
年
度
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す

る
場
合
は
納
付
書
を
作
成
し
て
お
送
り
し
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
時
に
比
べ
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
ま
す
。

　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　

学
生
納
付
特
例
制
度

募
集

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者

第
23
回
石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
・
競
技

・
5
月
21
日
㊐　

水
泳

・
5
月
27
日
㊏　

卓
球
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

　
　

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

・
5
月
28
日
㊐　

陸
上
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

・
6
月
3
日
㊏　

ボ
ウ
リ
ン
グ

※
ゆ
う
ゆ
う
運
動
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

※
障
害
区
分
に
よ
り
参
加
競
技
が
限
定
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

場
所　

県
西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場

　
（
金
沢
市
）
ほ
か

対
象
者　

県
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
障

害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
の
あ
る
人
で
、

4
月
1
日
現
在
、
満
13
歳
以
上
の
人

注
意
事
項　

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
障
害
区

分
、
年
齢
区
分
、
氏
名
、
所
属
名
を
掲
載
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
上
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　

3
月
17
日
㊎

申
込
先　

健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
（
62
）
８
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
８
５
０
６

※
特
別
支
援
学
校
在
学
中
、
障
害
者
支
援
施

　

設
を
利
用
し
て
い
る
人
は
学
校
、
施
設
に

　

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

小
木
小
学
校
は
、
飲
料
業
界
6
団
体
で
構

成
す
る
公
益
社
団
法
人
食
品
容
器
環
境
美
化

協
会
が
、
地
域
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

の
環
境
美
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
全
国

の
小
中
学
校
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
環
境
美

化
教
育
優
良
校
等
表
彰
事
業
で
、「
優
秀
校
・

協
会
長
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

1
月
30
日
、
同
校
で
表
彰
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
児
童
を
代
表
し
、
6
年
生
の
大
場
ひ
な

た
さ
ん
と
山
﨑
心
渚
さ
ん
が
同
協
会
北
陸
地

方
連
絡
会
議
の
八
木
竜
三
幹
事
か
ら
表
彰
状

を
受
取
り
ま
し
た
。

　
「
里
海
科
」
を
設
置
す
る
同
校
は
、
海
洋

教
育
の
一
環
と
し
て
環
境
問
題
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
海
岸
清
掃
活
動
や
環
境
保
全

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

小
木
小
学
校
が
優
秀
校

環
境
美
化
教
育
優
良
校
等
表
彰

　

現
在
、
内
浦
商
店
連
盟
協
同
組
合
で
運
営

し
て
い
る
電
子
マ
ネ
ー
機
能
付
き
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
「
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
、

来
年
度
か
ら
町
全
体
へ
の
拡
大
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

町
商
工
会
と
内
浦
商
店
連
盟
協
同
組
合
、

能
都
商
業
振
興
会

が
町
と
連
携
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
推
進
協
議
会
（
仮

称
）
の
立
ち
上
げ
に

向
け
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
回
目　

3
月
24
日
㊎　

15
時
半
～

　
　
　

2
回
目　

3
月
31
日
㊎　

15
時
半
～

場
所　

役
場
2
階　

大
集
会
場（
両
日
と
も
）

対
象
者　

町
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
、
ま

た
は
町
内
に
店
舗
を
有
し
か
つ
住
民
登
録
を

有
す
る
個
人
事
業
主

内
容

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
「
ひ
ま
わ
り

　

カ
ー
ド
」
の
し
く
み
に
つ
い
て

・
機
器
類
の
補
助
制
度
に
つ
い
て　

な
ど

※
参
加
申
込
は
不
要
。
両
日
と
も
同
じ
内
容

に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

問
町
商
工
会
☎
（
62
）
０
１
８
１

お
知
ら
せ

町
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業    

    「
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
」
説
明
会

　

松
波
中
学
校
は
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
大
切
な
、
適
切
な
運
動
、
調

和
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
休
養
・
睡
眠
な

ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
や
そ
の
定

着
に
向
け
た
取
組
み
活
動
が
特
に
優
れ
て
い

る
団
体
等
に
対
す
る
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
運
動
の
推
進
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
授
賞
し
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
授
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
休
校
や
ス
マ
ホ
所
持

の
低
年
齢
化
に
よ
る
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ

は
、
睡
眠
不
足
か
ら
く
る
授
業
中
の
集
中
力

欠
如
に
つ
な
が
る
な
ど
、
学
力
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
小
中
学
校
に
お
け
る
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、
①
5
定

点
（
起
床
・
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
・
就
寝
時

刻
）
の
チ
ェ
ッ
ク
②
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク

カ
ー
ド
の
記
入
③
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
の
設

定
な
ど
に
よ
り
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

を
基
盤
と
し
、
自
ら
健
康
管
理
や
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
生
徒
の
育
成
に
取

組
む
「O

ne for All,All for O
ur Friends' 

"H
EALTH

Y LIFE"
」
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

松
波
中
学
校
が

　
　

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　

県
漁
協
小
木
支
所
が
、
地
産
地
消
の

食
育
推
進
を
目
的
に
、
町
内
の
小
中
学

校
に
小
木
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
（
船
凍

イ
カ
）
冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
１
０
０
㌔
を

無
償
で
提
供
し
、「
イ
カ
給
食
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
、柳
田
小
中
学
校
で
は「
い

か
の
か
り
ん
揚
げ
」
が
出
さ
れ
、
児
童

生
徒
ら
は
イ
カ
の
食
感
を
楽
し
み
な
が

ら
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
支
所
の
坂
東
博
一
参
事
代
理
と
山

本
壮
一
郎
さ
ん
が
給
食
時
間
に
合
わ
せ

て
同
小
学
校
を
訪
れ
、
4
年
生
を
対
象

に
ミ
ニ
食
育
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
児

童
ら
は
、
集
魚
灯
や
イ
カ
釣
り
船
の
パ

ネ
ル
写
真
で
イ
カ
釣
り
漁
や
海
の
環
境

問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

イ
カ
給
食
は
1
月
24
日
か
ら
30
日
の

全
国
学
校
給
食
週
間
に
合
わ
せ
て
町
内

全
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
、
揚
げ
物
や

い
し
る
煮
な
ど
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
能
登
牧
場
か
ら
は
、
会
社
創
立
10

周
年
を
記
念
し
て
、
能
登
牛
プ
レ
ミ
ア

ム
１
０
０
㌔
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
9
日
、
同
社
の
平
林
将
専
務
取

締
役
が
役
場
を
訪
れ
、
大
森
町
長
に
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
能

登
牛
は
、
町
内
全
小
中
学
校
の
給
食
に

カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
で
提
供
さ

れ
、
児
童
生
徒
ら
が
「
能
登
牛
給
食
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
後
、
平
林
専
務
は
能
都
中
学

校
で
ミ
ニ
講
座
を
行
い
、
す
き
焼
き
風

煮
の
給
食
を
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
3

月
に
卒
業
す
る

中
学
3
年
生

が
、
久
田
和
紙

で
自
分
の
卒
業

証
書
を
作
る
卒

業
証
書
作
成
体

験
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本

伝
統
和
紙
で

世
界
に
1
枚
だ
け
の

卒
業
証
書
作
り

地
元
の
食
材
を
知
ろ
う
！　

　
「
イ
カ
給
食
」
＆
「
能
登
牛
給
食
」

㈱能登牧場の平林専務（左）と
同席した㈱野々市ミートの中田
光信社長（右）

船
凍
イ
カ
に

興
味
津
々

船凍イカに
興味津々

【白皮製造】
楮の原木からはいだ黒皮の
黒っぽい部分をさらにナイ
フではぎとり、白皮にする
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　「ケロンの小さな村」で活動している上乘秀雄さん（＝宇出津＝）が「令和 4 年度ふるさとづくり大賞 個人表
彰（総務大臣表彰）」を受賞し、2 月 13 日に役場を訪れ、大森町長に受賞の喜びを報告しました。
　上乘さんは、定年退職後、斉和地区の耕作放棄地を取得して里山づくりを開始しました。平成 21 年に無料開
放型の自然体験施設「ケロンの小さな村」を開村、平成 26 年には隣接する放置山林を再開発して「ケロン子ど
も森の学校」を整備しました。
　収穫した米や野菜、果樹を活用した農業の六次産業化や飲食店の運営、観光振興のための里山の景観整備や遊
び場の提供、自然体験や環境教育を通じた子どもの健全育成などに幅広く取り組んでいます。

　現場に行くと、次々発想があふれて、じっとしていられないと
のことで、今後も、アスレチックが楽しめるフォレストランドの
建設や、頂上桜回廊づくりなどを計画しているそうです。「ケロン
のおかげで自分たちも元気でいられる」と話し、子どもたちには「自
然の中で、美しさ、素晴らしさを感じてほしい」と語りました。

ふるさとづくり大賞個人表彰を受賞した上乘さん（左）
右は奥さんの純子さん

「ふるさとづくり大賞」とは ･･･
全国各地で、それぞれの地域「ふるさと」をより良くしようと頑
張る団体、個人を表彰することにより、ふるさとづくりへの情
熱や想いを高め、豊かで活力ある地域社会の構築を図ることを
目的としています。

上乘秀雄さん「ふるさとづくり大賞個人表彰（総務大臣表彰）」「ふるさとづくり大賞個人表彰（総務大臣表彰）」を受賞

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
1月15日～2月14日

件　名 場　所 担当課 契約額 落札者

令和 4 年度　地方創生道整備推進交付金事業　
町道真脇 13 号線道路改良工事 真脇 建設水道課 20,845,000 円 ㈱鼎建設

令和 4 年度　災害復旧事業　4 災 257 号　
町道北河内 9 号線道路災害復旧工事 北河内 建設水道課 9,966,000 円 柳田建設㈱

令和 4 年度　4 災 317 号　町道爼倉宮地 1 号線
道路災害復旧工事 宮地 建設水道課 8,642,700 円 ㈲松木産業

令和 4 年度　町道 2 級小木 4 号線法面工事 小木 建設水道課 5,280,000 円 興信工業㈱

令和 4 年度　生活基盤施設耐震化等交付金水道施
設等耐震化事業　舗装本復旧工事（その 10　崎山）崎山 建設水道課 8,910,000 円 丸建道路㈱

令和 4 年度　次世代育成支援対策施設整備交付金
事業　能登町こどもみらいセンター子育て支援
ルーム改装工事

宇出津 健康福祉課 13,530,000 円 ㈱鼎建設

令和 4 年度　統合保育所整備事業　（仮称）宇出津
地区統合保育所建設工事（建築）（ゼロ町債） 崎山 健康福祉課 431,750,000 円 鼎・須美矢特定建

設工事共同企業体

令和 4 年度　統合保育所整備事業　（仮称）宇出津
地区統合保育所建設工事（電気設備）（ゼロ町債） 崎山 健康福祉課 67,358,500 円 北陸電気工事㈱　

能登営業所

令和 4 年度　統合保育所整備事業　（仮称）宇出津
地区統合保育所建設工事（機械設備）（ゼロ町債） 崎山 健康福祉課 97,900,000 円 ㈱三宅配管

令和 4 年度　緊急自然災害防止対策事業　
町道藤波 1 号線災害防除工事 藤波 建設水道課 6,776,000 円 ㈲木村建設

令和 4 年度　地方創生道整備推進交付金事業　
町道松波布浦 1 号線道路改良工事 松波 建設水道課 10,638,100 円 ㈱西中建設

令和 4 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道 1 級小木市之瀬 1 号線法面調査設計業務 小木 建設水道課 8,635,000 円 興信工業㈱

問企画財政課
☎62-8535

まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース
　

2
月
3
日
、
役
場
大
集
会
場
で
立

志
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
古
来

の
元
服
に
ち
な
み
、
数
え
の
15
歳
と

な
る
中
学
2
年
生
を
対
象
に
、
将
来

の
目
的
や
決
意
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
大
人
へ
の
自
覚
を
深
め
る
た
め
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
大
森
町
長
が
「
目
標
達
成

に
何
が
必
要
か
考
え
て
み
て
ほ
し

い
。
未
来
に
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と

令
和
4
年
度 

立
志
の
集
い

　
　
未
来
の
自
分
へ
　
志
高
く

生
徒
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る

太
田
結
葉
さ
ん

を
願
っ
て
い
る
」
と
祝
辞
を
贈
り
ま

し
た
。
能
都
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

鍛
治
武
司
会
長
か
ら
松
波
中
学
校
の

梶
山
夢ゆ
う
と叶
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
96
人
を
代
表
し
、
小
木
中
学

校
の
太
田
結ゆ
い
は葉
さ
ん
が
、
将
来
の
夢

で
あ
る
看
護
師
を
目
指
し
「
積
極
的

に
行
動
に
移
し
、
進
路
実
現
に
向
け

て
力
強
く
歩
ん
で
行
き
ま
す
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

 

式
に
続
き
、
沖
縄
県
で
医
師
と
し

て
働
く
傍
ら
「
国
境
な
き
医
師
団
日

本
」
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
滝
上

隆
一
さ
ん
が
「
国
境
な
き
医
師
団
の

医
師
に
な
る
～
14
年
間
追
い
続
け
た

夢
～
か
な
え
て
み
て
、
い
ま
、
思
う

こ
と
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

滝
上
さ
ん
は
、
医
師
団
の
医
師
を

目
指
す
に
至
っ
た
経
緯
や
人
と
の
出

会
い
、
イ
エ
メ
ン
や
イ
ラ
ク
な
ど
紛

争
地
域
で
の
活
動
の
様
子
を
映
像
を

交
え
て
紹
介
し
、「
自
分
を
大
切
に
、

自
分
が
幸
せ
に
な
る
生
き
方
を
し
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

お出かけは　マスク戸締まり　火の用心

　3 月 20 日㊊～ 26 日㊐に石川県で春季火災予防運動が実施されます。
　それに先立ち、能登町消防団では 3 月 19 日に消防団防火パレードを行います。消防車がサイレンを
鳴らして走行しますので、皆様のご理解、ご協力をお願いします。
　また、これからの季節、空気が乾燥し火災の発生しやすい気象状態となります。屋外、
山裾でのたき火など、火の取扱いには十分注意してください。

3 月 20 日～ 26 日は春季火災予防運動

（令和 4 年度全国統一防火標語）

「イベント」「マッチング」「縁結び ist によるお見合い」の３つの制度から、
石川で結婚を希望する方の出会いの機会をサポートします。

まずはお気軽に
「あいきゅん」の会員登録を
（登録料は無料です）

イベントで出会いたい！ 自分でお相手を探したい！ お相手を紹介してほしい！

年齢や職業、趣味などの条件から
お相手検索やお見合いの申込み
ができる「縁結びマッチング」の
会員を募集しています。

対象　県内に在住、在勤または県内で結婚を考えて
　　いる18歳以上の独身者
利用開始日　3月21日㊋・㊗
利用登録料　5千円／2年 （3月31日㊎まで）
　　※以降の登録は1万円／2年になります。

（公財）いしかわ結婚・子育て支援財団　いしかわ結婚支援センター☎ 076-255-1535
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　軽自動車税（種別割）は、毎年 4 月 1 日時点の所有者（使用者）に課税されます。
　県税の自動車税（種別割）とは異なり、月割課税制度がないため、4 月 2 日以降に廃車した場合でも１年
間分の税額を納めていただくことになります。車を譲った、処分した、長年使用していない車両が敷地内に
ある、車検が切れて乗っていないなどの場合には、必ず 3 月 31 日までに手続きをお願いします。

バイク・軽自動車の名義変更・廃車手続きなどは 3 月 31 日までに！

■ 税務課・各支所で手続きできる車種　　問税務課☎ 62-8518
　・能登町ナンバーの車両（能都町、柳田村、内浦町ナンバーも含む）
　　原動機付自転車（125cc 以下のバイク、ミニカー）、小型特殊自動車（トラクター、フォークリフトなど）
　※手続きに必要なもの　ナンバー、身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証など）

■ 北陸信越運輸局石川運輸支局で手続きできる車種　　問北陸信越運輸局石川運輸支局☎ 050-5540-2045
　・二輪の軽自動車（250cc以下のバイク）　　・二輪の小型自動車（250cc 超のバイク）

■ 軽自動車検査協会石川事務所で手続きできる車種　　問軽自動車検査協会石川事務所☎ 050-3816-1853
　・三輪、四輪の軽自動車

■ 農耕トラクターなどの小型特殊自動車はナンバー登録が必要です
　乗用装置がある農耕作業車（トラクター、コンバイン等）、フォークリフトなどの小型特殊自動車は、公
道走行の有無に関わらず軽自動車税 ( 種別割 ) の課税対象となります。（町税条例第 87 条）そのため、町に
申告し、標識（ナンバープレート）の交付を受ける必要があります。
　新車で購入された人、すでに所有しているが標識（ナンバープレート）の交付を受けていない農耕作業用
車、小型特殊自動車をお持ちの人は、税務課または各支所窓口にて申告してください。

【大型特殊自動車と小型特殊自動車の区分】 ※乗車装置のない手押し式の耕運機や小型ローラーは対象外です。

◇ナンバープレート交付（申告）に必要なもの
　・所有者、使用者の印鑑
　・車種、車名（メーカー名）、型式、車台番
　　号などが確認できるもの（販売証明書など）
　・窓口来庁者の本人確認ができるもの（運転
　　免許証など）
　※手数料はかかりません。

問税務課☎62-8518

【よくある質問】
Ｑ 1　事業所内や田んぼ・畑しか使用しなくても（公道を
　　走らなくても）ナンバープレートが必要？
Ａ 1　軽自動車は所有していることに基づいて課税されま
　　す。公道走行の有無とは無関係です。
Ｑ 2　現在使用していない車でも軽自動車税はかかる？
Ａ 2　廃車の申告をしないと税金はかかり続けます。
Ｑ 3　申告をしなかった場合はどうなる？
Ａ 3　正当な理由がなくて申告しなかった場合は、10 万
　　円以下の過料が科される場合があります。

◇地域コミュニティ活性化事業補助金
　町では、令和５年４月１日より地域（町内など）が主体となって整備する
地区集会所や町内掲示板、防犯灯、防犯カメラの整備・改修および小型除雪
機新規購入費用の一部を助成します。

区　分 内　容 補助金額

集会所の建設 集会所の取得または新築もしくは建替え工事 対象経費の 9/10
（限度額 3,000 万円）

集会所の改修・修繕

①間取り変更などの改修工事
②外壁、屋根、雨戸の修理・交換・塗装などの外部工事
③内壁、天井、柱、床、電器照明設備の修理・張替・　
交換・塗装などの内部工事
④浄化槽および下水道に接続をする配水設備工事
⑤トイレの増改築などの衛生設備工事
⑥バリアフリー化に伴う工事
⑦敷地内の舗装工事
⑧耐震診断および耐震改修工事
⑨冷暖房設備の新設および交換の設備工事

①～⑦対象経費の 2/3
　（限度額 300 万円）

⑧対象経費の 9/10
　（限度額 500 万円）

⑨対象経費の 1/2
　（限度額 50 万円）

集会所の解体 既存集会所の解体・撤去工事 対象経費の 9/10
※上限なし

その他

①町内掲示板設置および改修工事
②防犯灯および防犯カメラの設置・交換工事

（LED 灯への交換および独立柱設置費用含む）
③小型除雪機の新規購入
④不動産登記に伴う初期経費

（認可地縁団体設立および不動産登記申請）

①～③対象経費の 2/3
　（限度額 50 万円）

④対象経費の 10/10
　（限度額 10 万円）

■ 補助対象外経費
・土地の購入および整地・造成に要する経費
・家具類、電化製品、衣類、消耗品を購入する経費
・物置、門、塀、植栽等の設置に要する経費
・事業に係る事務費、設計費、設計管理費および申請手続き等に要する経費
・軽微な修繕に要する経費（障子、ふすまの張替え、ガラスの入替え、畳の表替え・入替え、
　建具の修理、給水栓などに類するものの修理など）

制 度を利 用する際 は、
事業着手前に必ず事前
協議が必要です

Ｑ 1　現在、公民館や役場を利用している町内でも新た
　　に集会所を建設することはできるのか？
Ａ 1　町内活動の拠点施設として必要な場合は、新た
　　に集会所を建設することは可能です。ただし、建
　　設用地は町内（申請団体）で確保をお願いします。
　　　また、不動産を取得する場合は、認可地縁団体
　　の設立が必須条件となります。
Ｑ 2　集会所の建築業者は、町内業者に限るのか？
　　　また、事業費の見積もりは複数業者必要か？
Ａ 2　地域振興やアフターケアなどの面を考慮すると、
　　町内業者への発注が効果的ですが、競争性や経済
　　面を考慮すると町外業者や大手ハウスメーカーな
　　どへの発注も否定できないため、地域要件はあり
　　ません。
　　　また、見積り件数の判断は町内に委ねます。町
　　に提出する見積書類は、確定後の１者のみのもの
　　で構いません。

Ｑ 3　既設集会所のトイレ改修と瓦の葺替え工事を同時
　　に発注してもよいのか？
Ａ 3　改修・修繕の工事内容は重複しても構いませんが、
　　一度の申請における補助金の限度額は 300 万円です。
Ｑ 4　防犯灯設備に関するワット数や設置数に制限はあ
　　るのか？
Ａ 4　設置後の維持管理は、設置者（町内等）にあるため、
　　規模などの判断は町内に委ねます。
　　　なお、電力会社等への手続きや設置工事などは、
　　町内で発注した電気事業者に依頼してください。
Ｑ 5　 個人で小型除雪機を購入する場合は補助の対象
　　となるのか？
Ａ 5　 地域の助け合いによる
　　共同除雪を行うための
　　小型除雪機であり、個
　　人使用（所有）のため
　　の補助ではありません。

問総務課危機管理室☎62-8533

【よくある質問】

知  って得する助成制度

要件を 1 つでも
満たせば

「償却資産」
になり

申告が必要！

税務課で

「ナンバー登録」
をしてください

小型特殊自動車は、道路を走行する・しないに関わらず軽自動車税の対象に
なるため、税務課でナンバープレートを取得し、取り付ける必要があります。
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海中転落者を救助

 　昨年 12 月 21 日に高倉漁港で海中に転落した人を
救助した 3 人に、1 月 20 日、能登海上保安署長から
感謝状が贈呈されました。
　表彰されたのは大谷内純哉さん、坂本章さん、川本
弘道さんです。海中に転落した高齢男性に気づいた大
谷内さんが、応援に駆けつけた坂本さん、川本さんと
協力して男性を救助しました。3 人は「当たり前のこ
とをしただけ」「助かってよかった」と話しました。

雅楽会メンバーの指導を受けて音出しに挑戦

能都中学校　「雅楽教室」

　1 月 30 日、能都中学校 1 年生 34 人を対象に、酒垂
神社雅楽会による雅楽教室が行われました。
　雅楽は平安時代に宮廷音楽として栄え、神社やお寺
などで演奏されるようになった日本で一番古い伝統を
持つ音楽です。同会員 4 人らの演奏鑑賞のあと、生徒
らは鳳

ほうしょう

笙・龍
りゅうてき

笛・篳
ひちりき

篥の楽器ごとに分かれて挑戦しま
した。音が出ず苦戦する様子も見られましたが、中に
は音色を奏でられるまで上達する生徒もいました。

上保安署長から感謝状

にしえの音色に触れてみよう

　2 月 9 日、小木中学校で、人権教室が開かれました。
　輪島人権擁護委員協議会能登部会の人権委員 5 人が
同校を訪れ、全校生徒 32 人に「人権」について説明
しました。差別をテーマにしたＤＶＤを視聴し、感想
を発表し合いました。平成 29 年度の中学生人権作文
コンテスト石川県大会で最優秀賞を受賞した坂口歩さ
ん（当時小木中 3 年生）の受賞作文も朗読され、生徒
らは改めて人権に対する理解を深めていました。

小木中学校　「人権教室」

見や差別のない世界へ偏

真剣な表情で人権作文の朗読を聞く生徒たち

　1 月 26 日の「文化財防火デー」に合わせ、能登消
防署では毎年、重要な文化財などの防災体制の強化を
目的とした火災防ぎょ訓練を行っています。
　今年は、1 月 22 日、柳田地区の法華寺で落雷によ
る火災が発生したとの想定で行われました。同寺住職
の廣澤孝俊さんによる初期消火、避難誘導のほか、通
報を受け駆けつけた消防署員と町消防団柳田分団員ら
による一斉放水が行われました。

重な文化財を守るため
「文化財防火デー」火災防ぎょ訓練

貴

境内で一斉放水を行う柳田分団員ら

い

感謝状を受けた大谷内さん、川本さん、坂本さん（左から順に）

海

沢武士団とバスケを楽しむ
宇出津小学校　「スポーツ教室」

金
　2 月 6 日、宇出津小学校で 5・6 年生 57 人を対象
に、Ｂ３リーグに所属する男子プロバスケットボー
ルチーム「金沢武

サ ム ラ イ ズ

士団」によるスポーツ教室が行わ
れました。
　はじめに、李

リー

洸
ワンスン

勝選手が、夢を実現しプロ選手に
なるまでを話し、「夢に向かってチャレンジし続けて
ほしい」と語りかけました。
　続いて、李選手、アデバンジョ ･ ウィリアム選手
が講師となり、実技指導体験としてドリブルやシュート練習が行われました。両選手を相手に、
児童 6・7 人のチームを組んで行われた試合形式の練習では、バスケット経験者を中心に奮闘し、
大いに盛り上がりました。シュートを決めると観戦している児童からも歓声が上がり、全員で
バスケットを楽しんでいる様子でした。

　この教室は、県
と 県 内 ト ッ プ ス
ポーツチームとの
包括連携協定事業
の一環として実施
されました。

プロ選手の豪快な
シュートに歓声▶

最後は全員でゲーム▶

能登高 1・2 先生「総合的な探究の時間」活動成果発表会

　能登高 1・2 年生 101 人が取り組む「総合的な探究の時間」。
本年度は「地域を元気にする」をテーマに 22 チームに分かれ、
設定した地域課題の解決に向けて探究活動を行ってきました。
　2 月 15 日、同校で活動成果発表会が行われ、午前中の予選
を突破した 5 チームが最終発表に臨みました。最終発表は眞智
教育長や金大人間社会研究域の本所恵准教授ら 5 人が審査し、
最優秀賞には、「能登の海のプラスチックゴミをどうすれば減
らせるか」をテーマに、外部企業などと連携し、参加したくな
るような清掃活動を考案したチームが選ばれました。
　会場では、異業種に所属する若者が交流し、町の課題解決を図る「ALIVE プロジェクト」で最高評価を得たチー
ムに町職員として参加した濱中さくらさんの発表も行われました。

題を解決して地域を元気に

審
査
員
も
真
剣

課

審査の結果、上位 3 チー
ムが表彰。
生徒が考案した海ゴミ拾
いゲームが開催される
ビーチクリーンイベント
は、31㌻の「能登高魅
力化プロジェクト」でも
紹介されています。

1・2 年生が合同チームを組み、協力して発表
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■ 

祭
祀
遺
跡
石
仏
山

■今月の教室

糸電話工作 海藻しおり工作

受付時間　  9:30 ～ 11:00 ／ 13:00 ～ 15:30
費　用　無料　　
休館日　毎週月曜日

※未就学児は保護者が付添いのうえ、一緒に
　1 つの工作を作ってください。

☎ 74-1919
FAX74-1920

E-mail：nmci@notomarine.jp

のと海洋ふれあい
センター

■磯でヤドカリをつかまえよう
ヤドカリの仲間がたくさん見
られる季節になりました。磯
でヤドカリの仲間をつかまえ
て、別の貝殻に引っ越す様子
などを観察します。

日時　4 月 23 日㊐　　
時間　10:30～12:00　
定員　20人程度
　※5歳未満のお子さまの参加はお勧めできません。
費用　無料　
　　※高校生以上は入館料210円が必要です。

続続☆☆星星ののささやきささやき 「金星」「金星」 問星の観察館「満天星」問星の観察館「満天星」
☎ 76-0101☎ 76-0101

　3 ～ 6 月の日没後、西の空に金星が一番星として明

るく輝いています。

　金星は、地球と同じく太陽の周りを回っている岩

石惑星の 1 つです。地球の 1 つ内側を回っています。

日没後か日の出前に見えることから「宵の明星」「明

けの明星」とも呼ばれています。

　金星は地球に近く、厚い雲に覆われて太陽の光をよ

く反射するため、太陽と月の次に明るく見える天体で

☆☆仙台市天文台制作
震災特別番組「星よりも、遠くへ」上映会
東日本大震災の夜の星空と被災者たちとの繋がりを
描いたプラネタリウム版ドキュメンタリー番組です。
日時　3 月 11 日㊏　10:00 ／ 14:00 ／ 16:00（40 分）
場所　星の観察館「満天星」プラネタリウム
定員　　各回 70 人（予約不要・当日先着順）　　
料金　無料

＊新型コロナウイルス感染防止のため
　マスクを持参・着用ください。

うみとさかなの
科学館 ☎ 62-4655

す。その美しい姿からローマ神話の愛と美の女神ヴィ

ーナスの名が付けられました。眺めるのには美しい一

方、金星は二酸化炭素の大気で覆われており、表面の

温度は 400 度を超える過酷な環境です。硫酸の雨が

降り続けているため、人が住める環境ではありません。

　夜空では時々、惑星同士や惑星と月が近づいて私た

ちを楽しませてくれます。3 月 2 日の日没後には金星

と木星、3 月 24 日の日没後には金星と三日月が並ん

で見えます。明るい金星と木星や三日月が仲良く並ぶ

姿はとても美しいです。

　まだまだ寒い日が続きます。ぜひ暖かい格好で一番

星の金星を探してみましょう。

期間　3 月 31 日㊎まで
場所　町立美術館
開館時間　9:00 ～ 17:00　※毎週月曜休館
入場料　無料　※小展示のみ
漁師の勇ましい姿、農作業にいそしむ人々、子
ども達の笑顔など、昭和 20 年代～現代までの
懐かしい写真約 300 枚を展示しています。

町立美術館　小展示企画

カメラがとらえた 122 年
能登町 20 世紀から 21 世紀
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限定
50 個

のと里山空港
問のと里山空港賑わい創出実行委員会

☎ 0768-26-2303

■ のっぴーグラスづくり
アマビエのっぴーと 3 月の絵柄　
　「のっぴーのひなまつり」
　「のっぴーのいさざ採り」

日時　3 月 12 日 ㊐　　
時間　10:00～12:00／13:00～15:00
場所　のと里山空港  4 階  講義室

費用　無料　一家族 1 個程度　

　　　（子ども連れの場合は子どもの数分）

※事前予約も可能です。電話でお申込み
　ください。


